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告
　
　
　
示

山
梨
県
告
示
第
五
百
三
十
八
号

結
核
予
防
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
九
十
六
号
）
第
三
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
し
た

医
療
機
関
は
次
の
と
お
り
廃
止
し
た
。

平
成
十
八
年
十
月
三
十
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

名
　
　
　
　
　
　
称

所
　
　
　
　
　
　
　
在
　
　
　
　
　
　
　
地

た
け
い
腎
・
泌
尿
器
ク
リ
ニ
ッ
ク

山
梨
市
上
神
内
川
百
四
十
九
番
地
二
号

山
梨
県
告
示
第
五
百
三
十
九
号

結
核
予
防
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
九
十
六
号
）
第
三
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
医
療
を

担
当
さ
せ
る
機
関
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

平
成
十
八
年
十
月
三
十
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

名
　
　
　
　
　
　
称

所
　
　
　
　
　
　
　
在
　
　
　
　
　
　
　
地

た
け
い
腎
・
泌
尿
器
ク
リ
ニ
ッ
ク

笛
吹
市
石
和
町
四
日
市
場
千
七
百
九
十
三
番
地

一
宮
町
薬
局

笛
吹
市
一
宮
町
坪
井
千
六
百
九
十
四
番
地
十
一
号

山
梨
県
告
示
第
五
百
四
十
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
二
十
八
条

の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
鳥
獣
保
護
区
を
指
定
し
た
。

平
成
十
八
年
十
月
三
十
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
１
　
鳥
獣
保
護
区
の
名
称

愛
宕
山
鳥
獣
保
護
区

２
　
鳥
獣
保
護
区
の
区
域

甲
府
市
東
光
寺
町
地
内
の
高
倉
川
と
甲
府
市
道
金
手
東
光
寺
線
と
の
交
点
（
宮
裏
橋
）
を
起
点

と
し
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
西
及
び
南
西
に
進
み
甲
府
市
道
来
迎
寺
前
通
り
線
と
の
接
点
に
至

り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
西
に
進
み
Ｊ
Ｒ
中
央
本
線
線
路
敷
境
界
線
と
の
交
点
（
金
手
踏
切
）
に

至
り
、
同
所
か
ら
同
線
路
敷
境
界
線
を
北
西
に
進
み
甲
府
市
道
元
紺
屋
愛
宕
線
と
の
接
点
（
愛
宕

町
踏
切
）
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
東
に
進
み
甲
府
市
道
岩
窪
線
と
の
接
点
（
不
動
橋
）

に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
東
に
進
み
甲
府
市
道
中
瀬
大
泉
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か

山
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ら
同
市
道
を
東
進
し
甲
府
市
道
三
角
中
瀬
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
東
に
進

み
県
道
愛
宕
山
公
園
線
と
の
交
点
（
神
橋
）
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
東
及
び
南
に
進
み
甲

府
市
道
酒
折
茶
道
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
市
道
を
北
東
及
び
南
東
に
進
み
国
有
林
甲
府

事
業
区
境
界
線
（
高
倉
川
）
と
の
交
点
（
東
光
橋
）
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
南
西
及
び

北
西
に
進
み
大
笠
山
稜
線
を
経
て
南
西
及
び
南
東
に
進
み
高
倉
川
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら

同
川
を
南
西
に
進
み
起
点
に
至
る
一
団
地

３
　
鳥
獣
保
護
区
の
存
続
期
間

平
成
十
八
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
八
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
鳥
獣
保
護
区
の
面
積

二
百
八
十
七
ヘ
ク
タ
ー
ル

５
　
鳥
獣
保
護
区
の
保
護
に
関
す
る
指
針

（一）

鳥
獣
保
護
区
の
指
定
区
分

身
近
な
鳥
獣
生
息
地
の
保
護
区

（二）

鳥
獣
保
護
区
の
指
定
目
的

当
該
地
域
は
、
愛
宕
山
を
中
心
と
す
る
地
域
で
あ
り
、
甲
府
市
民
の
憩
い
の
場
で
あ
る
と
と

も
に
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
も
親
し
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
愛
宕
山
の
頂
上
付
近

は
、「
愛
宕
山
こ
ど
も
の
国
」
と
し
て
整
備
さ
れ
、
県
立
科
学
館
が
整
備
さ
れ
た
後
は
、
さ
ら

に
多
く
の
児
童
、
生
徒
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

当
該
地
域
の
植
生
は
、
頂
上
付
近
は
ク
ヌ
ギ
や
コ
ナ
ラ
の
林
と
な
っ
て
お
り
、
山
腹
に
は
ア

カ
マ
ツ
植
林
や
落
葉
果
樹
園
が
み
ら
れ
る
。

ま
た
、
獣
類
で
は
、
大
型
哺ほ

乳
類
の
イ
ノ
シ
シ
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
を
は
じ
め
、
中
型
哺ほ

乳
類
の

ア
ナ
グ
マ
、
キ
ツ
ネ
等
、
ま
た
、
小
型
哺ほ

乳
類
で
は
ア
カ
ネ
ズ
ミ
、
ア
ズ
マ
モ
グ
ラ
、
ニ
ホ
ン

リ
ス
等
が
確
認
さ
れ
、
鳥
類
で
は
、
サ
ン
コ
ウ
チ
ョ
ウ
、
ヒ
メ
ア
マ
ツ
バ
メ
、
イ
ワ
ツ
バ
メ
、

メ
ジ
ロ
、
カ
ッ
コ
ウ
等
の
低
山
帯
に
生
息
す
る
種
が
み
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
市
街
地
に
近
接
す
る
地
域
で
あ
り
な
が
ら
、
豊
か
な
自
然
環
境
が
残
さ
れ
て

お
り
、
子
ど
も
た
ち
が
身
近
な
野
生
鳥
獣
と
ふ
れ
あ
い
、
豊
か
な
情
操
を
育
む
場
と
し
て
、
ま

た
、
広
く
市
民
が
野
生
鳥
獣
と
ふ
れ
あ
う
喜
び
を
体
感
で
き
る
場
と
し
て
、
極
め
て
貴
重
な
エ

リ
ア
と
な
っ
て
い
る
。

以
上
の
地
域
を
鳥
獣
保
護
区
に
指
定
す
る
こ
と
で
豊
か
な
森
林
資
源
に
生
息
す
る
多
様
な
鳥

獣
の
生
息
環
境
の
保
全
を
図
る
も
の
と
す
る
。

（三）

鳥
獣
保
護
区
の
管
理
方
針

a

鳥
獣
の
生
息
及
び
繁
殖
の
た
め
に
必
要
な
巣
箱
、
給
水
、
給
餌
等
の
施
設
の
設
置
に
努
め

る
。

s

定
期
的
に
巡
視
を
実
施
す
る
等
に
よ
り
、
鳥
獣
の
安
定
的
な
生
息
及
び
そ
の
生
息
地
の
環

境
に
著
し
い
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
の
な
い
よ
う
努
め
る
。

d

鳥
獣
保
護
区
の
指
定
の
意
義
に
つ
い
て
、
普
及
啓
発
に
努
め
る
。

二
１
　
鳥
獣
保
護
区
の
名
称

甲
斐
駒
鳥
獣
保
護
区

２
　
鳥
獣
保
護
区
の
区
域

北
杜
市
白
州
町
地
内
甲
斐
駒
ヶ
岳
三
角
点
（
標
高
二
千
九
百
六
十
五
・
六
メ
ー
ト
ル
）
を
起
点

と
し
て
、
同
所
か
ら
山
梨
県
・
長
野
県
境
界
線
を
北
西
に
進
み
鋸
山
三
角
点
（
標
高
二
千
六
百

六
・
八
メ
ー
ト
ル
）
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
北
西
に
進
み
釜
無
川
と
の
接
点
に
至
り
、

同
所
か
ら
同
川
右
岸
を
北
東
に
進
み
空
堀
川
と
の
合
流
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
川
を
東
南
東
に

進
み
雨
乞
岳
三
角
点
（
標
高
二
千
三
十
六
・
八
メ
ー
ト
ル
）
に
至
り
、
同
所
か
ら
南
東
及
び
南
西

に
進
み
鬼
ノ
窓
を
経
て
中
ノ
尾
根
か
ら
鞍
掛
山
三
角
点
（
標
高
二
千
三
十
七
メ
ー
ト
ル
）
に
至
り
、

同
所
か
ら
南
南
東
に
進
み
黒
戸
山
三
角
点
（
標
高
二
千
二
百
五
十
三
・
七
メ
ー
ト
ル
）
を
経
て
通

称
宮
ノ
頭
（
標
高
二
千
百
六
十
五
メ
ー
ト
ル
）
に
至
り
、
同
所
か
ら
南
西
に
進
み
通
称
ツ
ヅ
ミ
の

三
角
点
（
標
高
千
七
百
十
四
・
八
メ
ー
ト
ル
）
に
至
り
、
同
所
か
ら
南
東
に
進
み
赤
薙
大
滝
に
至

り
、
同
所
か
ら
同
滝
を
西
進
し
大
武
川
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
川
を
西
進
し
ヒ
ョ
ン
グ
リ
滝
を
経

て
県
有
林
中
北
事
業
区
第
四
百
三
十
七
林
班
に
小
班
と
の
接
点
に
至
り
、
同
小
班
境
を
南
東
、
東
、

南
及
び
南
西
に
進
み
北
杜
市
・
南
ア
ル
プ
ス
市
境
界
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線

を
北
西
に
進
み
仙
水
峠
に
至
り
、
同
所
か
ら
登
山
道
を
南
西
に
進
み
北
沢
小
屋
に
至
り
、
同
所
か

ら
北
西
に
進
み
北
沢
峠
に
至
り
、
同
所
か
ら
山
梨
県
・
長
野
県
境
界
線
を
北
東
に
進
み
双
児
山

（
標
高
二
千
六
百
四
十
九
メ
ー
ト
ル
）
及
び
駒
津
峰
を
経
て
起
点
に
至
る
一
団
地

３
　
鳥
獣
保
護
区
の
存
続
期
間

平
成
十
八
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
八
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
鳥
獣
保
護
区
の
面
積

四
千
百
五
ヘ
ク
タ
ー
ル

５
　
鳥
獣
保
護
区
の
保
護
に
関
す
る
指
針

（一）

鳥
獣
保
護
区
の
指
定
区
分

大
規
模
生
息
地
の
保
護
区

（二）

鳥
獣
保
護
区
の
指
定
目
的

当
該
地
域
は
、
甲
斐
駒
ヶ
岳
（
二
千
九
百
六
十
五
・
六
メ
ー
ト
ル
）
及
び
網
笠
山
（
二
千
六

百
七
メ
ー
ト
ル
）
を
中
心
と
し
た
高
山
帯
及
び
亜
高
山
帯
の
地
域
で
あ
り
、
南
ア
ル
プ
ス
国
立

公
園
の
特
別
保
護
地
区
及
び
特
別
地
域
並
び
に
県
立
南
ア
ル
プ
ス
巨
摩
自
然
公
園
特
別
地
域
を

含
む
地
域
で
あ
る
。

当
該
地
域
の
植
生
は
、
甲
斐
駒
ヶ
岳
頂
上
付
近
で
は
ア
オ
ノ
ツ
ガ
ザ
ク
ラ
が
分
布
し
、
そ
の

下
部
に
は
コ
ケ
モ
モ
、
ハ
イ
マ
ツ
、
ミ
ド
リ
ユ
キ
ザ
サ
、
ダ
ケ
カ
ン
バ
等
が
み
ら
れ
る
。
さ
ら

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
七
百
十
号
　
　
平
成
十
八
年
十
月
三
十
日

七
七
〇
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に
そ
の
周
囲
に
は
、
シ
ラ
ビ
ソ
、
オ
オ
シ
ラ
ビ
ソ
、
ウ
ラ
ジ
ロ
モ
ミ
、
コ
メ
ツ
ガ
等
が
分
布
し

て
お
り
、
高
山
帯
か
ら
亜
高
山
帯
ま
で
の
植
生
を
示
す
林
相
の
変
化
に
富
ん
だ
地
域
で
あ
る
。

ま
た
、
獣
類
で
は
、
大
型
哺ほ

乳
類
の
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
、
ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
及
び
ニ
ホ
ン
ジ
カ

を
は
じ
め
、
中
型
哺ほ

乳
類
の
キ
ツ
ネ
、
タ
ヌ
キ
、
ニ
ホ
ン
ザ
ル
、
テ
ン
、
イ
タ
チ
等
、
ま
た
、

小
型
哺ほ

乳
類
で
は
高
山
性
の
オ
コ
ジ
ョ
の
ほ
か
希
少
な
ニ
イ
ガ
タ
ヤ
チ
ネ
ズ
ミ
、ア
カ
ネ
ズ
ミ
、

ト
ガ
リ
ネ
ズ
ミ
、
ヤ
マ
ネ
等
が
確
認
さ
れ
、
鳥
類
で
は
、
特
別
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い

る
ラ
イ
チ
ョ
ウ
を
は
じ
め
、
希
少
な
イ
ヌ
ワ
シ
、
ク
マ
タ
カ
等
の
猛
禽
類
の
ほ
か
、
イ
ワ
ヒ
バ

リ
、
メ
ボ
ソ
ム
シ
ク
イ
、
コ
マ
ド
リ
、
ビ
ン
ズ
イ
等
の
高
山
・
亜
高
山
性
の
種
等
が
生
息
し
て

い
る
。

以
上
の
地
域
を
鳥
獣
保
護
区
に
指
定
す
る
こ
と
で
豊
か
な
森
林
資
源
に
生
息
す
る
多
様
な
鳥

獣
の
生
息
環
境
の
保
全
を
図
る
も
の
と
す
る
。

（三）

鳥
獣
保
護
区
の
管
理
方
針

a

鳥
獣
の
生
息
及
び
繁
殖
の
た
め
に
必
要
な
巣
箱
、
給
水
、
給
餌
等
の
施
設
の
設
置
に
努
め

る
。

s

定
期
的
に
巡
視
を
実
施
す
る
等
に
よ
り
、
鳥
獣
の
安
定
的
な
生
息
及
び
そ
の
生
息
地
の
環

境
に
著
し
い
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
の
な
い
よ
う
努
め
る
。

d

鳥
獣
保
護
区
の
指
定
の
意
義
に
つ
い
て
、
普
及
啓
発
に
努
め
る
。

三
１
　
鳥
獣
保
護
区
の
名
称

滝
子
山
鳥
獣
保
護
区

２
　
鳥
獣
保
護
区
の
区
域

大
月
市
笹
子
町
白
野
所
在
県
有
林
富
士
・
東
部
事
業
区
第
百
三
十
四
林
班
ろ
第
四
小
班

３
　
鳥
獣
保
護
区
の
存
続
期
間

平
成
十
八
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
八
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
鳥
獣
保
護
区
の
面
積

十
七
・
八
ヘ
ク
タ
ー
ル

５
　
鳥
獣
保
護
区
の
保
護
に
関
す
る
指
針

（一）

鳥
獣
保
護
区
の
指
定
区
分

森
林
鳥
獣
生
息
地
の
保
護
区

（二）

鳥
獣
保
護
区
の
指
定
目
的

当
該
地
区
を
含
め
た
地
域
は
、
滝
子
山
（
標
高
千
五
百
九
十
・
三
メ
ー
ト
ル
）
を
中
心
と
し

た
地
域
で
あ
り
、
当
該
地
区
は
山
梨
県
自
然
環
境
保
全
条
例
に
規
定
す
る
自
然
保
存
地
区
と
し

て
昭
和
五
十
年
か
ら
指
定
さ
れ
て
い
る
。

植
生
は
、
ブ
ナ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
を
主
体
と
し
た
林
が
発
達
し
、
山
頂
か
ら
南
西
部
の
急
崖
に
は
、

ブ
ナ
、
ツ
ガ
の
混
合
林
が
広
が
っ
て
い
る
。

ま
た
、
獣
類
で
は
、
大
型
哺ほ

乳
類
の
ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
を

は
じ
め
、
中
型
哺ほ

乳
類
の
ニ
ホ
ン
ザ
ル
、
キ
ツ
ネ
、
テ
ン
等
、
ま
た
、
小
型
哺ほ

乳
類
で
は
ヒ
メ

ネ
ズ
ミ
、
ニ
ホ
ン
リ
ス
等
が
確
認
さ
れ
、
鳥
類
で
は
、
ヒ
ヨ
ド
リ
、
ホ
オ
ジ
ロ
等
が
確
認
さ
れ

て
い
る
。

現
在
指
定
さ
れ
て
い
る
自
然
保
存
地
区
を
よ
り
実
効
性
の
あ
る
も
の
と
し
、
豊
か
な
森
林
資

源
に
生
息
す
る
多
様
な
鳥
獣
を
含
め
た
自
然
生
態
系
全
体
の
保
護
を
図
る
も
の
と
す
る
。

（三）

鳥
獣
保
護
区
の
管
理
方
針

a

鳥
獣
の
生
息
及
び
繁
殖
の
た
め
に
必
要
な
巣
箱
、
給
水
、
給
餌
等
の
施
設
の
設
置
に
努
め

る
。

s

定
期
的
に
巡
視
を
実
施
す
る
等
に
よ
り
、
鳥
獣
の
安
定
的
な
生
息
及
び
そ
の
生
息
地
の
環

境
に
著
し
い
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
の
な
い
よ
う
努
め
る
。

d

鳥
獣
保
護
区
の
指
定
の
意
義
に
つ
い
て
、
普
及
啓
発
に
努
め
る
。

四
１
　
鳥
獣
保
護
区
の
名
称

三
ツ
峠
鳥
獣
保
護
区

２
　
鳥
獣
保
護
区
の
区
域

南
都
留
郡
富
士
河
口
湖
町
河
口
地
内
の
県
道
富
士
河
口
湖
笛
吹
線
と
県
営
林
道
西
川
新
倉
線
と

の
接
点
を
起
点
と
し
、
同
県
道
を
西
及
び
北
に
進
み
御
坂
ト
ン
ネ
ル
入
口
に
至
り
、
同
所
か
ら
御

坂
山
（
標
高
千
五
百
九
十
六
メ
ー
ト
ル
）
に
至
る
登
山
道
を
北
西
に
進
み
南
都
留
郡
富
士
河
口
湖

町
・
笛
吹
市
境
界
線
に
至
り
、
同
所
か
ら
東
及
び
北
に
進
み
八
丁
峠
に
至
り
、
同
所
か
ら
南
都
留

郡
富
士
河
口
湖
町
・
笛
吹
市
境
界
線
を
北
東
に
進
み
清
八
峠
に
至
り
、
同
所
か
ら
大
月
市
・
都
留

市
境
界
線
を
東
進
し
本
社
ヶ
丸
三
角
点
（
標
高
千
六
百
三
十
・
八
メ
ー
ト
ル
）
に
至
り
、
同
所
か

ら
同
境
界
線
を
約
二
百
メ
ー
ト
ル
東
進
し
大
幡
川
に
通
じ
る
尾
根
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら

同
尾
根
を
南
進
し
千
四
百
四
十
三
メ
ー
ト
ル
標
高
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
尾
根
を
南
及
び
南
東

に
進
み
大
幡
川
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
川
を
南
東
に
進
み
通
称
水
た
れ
の
沢
と
の
接
点

に
至
り
、
同
所
か
ら
同
沢
を
南
進
し
て
都
留
市
・
南
都
留
郡
西
桂
町
境
界
線
上
に
あ
る
三
角
点

（
標
高
千
五
百
四
十
五
・
八
メ
ー
ト
ル
）
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
西
及
び
南
西
に
進
み

三
ツ
峠
山
三
角
点
（
標
高
千
七
百
八
十
五
・
二
メ
ー
ト
ル
）
に
至
り
、
同
所
か
ら
登
山
道
を
北
西

及
び
南
西
に
進
み
木
無
山
（
標
高
千
七
百
三
十
二
メ
ー
ト
ル
）
に
至
り
、
同
所
か
ら
母
の
白
滝
に

至
る
登
山
道
を
西
進
し
県
営
林
道
西
川
新
倉
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林
道
を
北
東
に

進
み
県
営
林
道
清
八
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
県
営
林
道
西
川
新
倉
線
を
北
及
び
西
に
進

み
起
点
に
至
る
一
団
地

３
　
鳥
獣
保
護
区
の
存
続
期
間

平
成
十
八
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
八
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
鳥
獣
保
護
区
の
面
積

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
七
百
十
号
　
　
平
成
十
八
年
十
月
三
十
日

七
七
一



七
百
十
五
ヘ
ク
タ
ー
ル

５
　
鳥
獣
保
護
区
の
保
護
に
関
す
る
指
針

（一）

鳥
獣
保
護
区
の
指
定
区
分

森
林
鳥
獣
生
息
地
の
保
護
区

（二）

鳥
獣
保
護
区
の
指
定
目
的

当
該
地
区
を
含
め
た
地
域
は
、
三
ツ
峠
山
（
標
高
千
七
百
八
十
五
・
二
メ
ー
ト
ル
）
等
を
中

心
と
し
た
亜
高
山
帯
の
地
域
で
あ
り
、
植
生
は
、
山
頂
付
近
に
ク
リ
や
ミ
ズ
ナ
ラ
が
分
布
し
、

そ
の
周
囲
に
ウ
ラ
ジ
ロ
モ
ミ
や
コ
メ
ツ
ガ
が
発
達
し
、
ま
た
、
ヤ
マ
ボ
ウ
シ
や
ブ
ナ
、
カ
ラ
マ

ツ
植
林
も
部
分
的
に
み
ら
れ
る
。

ま
た
、
獣
類
で
は
、
大
型
哺ほ

乳
類
の
ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
を

は
じ
め
、
中
型
哺ほ

乳
類
の
ニ
ホ
ン
ザ
ル
、
ノ
ウ
サ
ギ
、
テ
ン
、
イ
タ
チ
、
タ
ヌ
キ
等
、
ま
た
、

小
型
哺ほ

乳
類
で
は
ヤ
マ
ネ
、
ア
カ
ネ
ズ
ミ
、
ニ
ホ
ン
リ
ス
、
オ
コ
ジ
ョ
等
が
確
認
さ
れ
、
鳥
類

で
は
、
コ
ゲ
ラ
、
ヒ
ガ
ラ
、
マ
ヒ
ワ
、
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
等
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
地
域
を
鳥
類
保
護
区
に
指
定
す
る
こ
と
で
豊
か
な
森
林
資
源
に
生
息
す
る
多
様
な
鳥

獣
の
生
息
環
境
の
保
全
を
図
る
も
の
と
す
る
。

（三）

鳥
獣
保
護
区
の
管
理
方
針

a

鳥
獣
の
生
息
及
び
繁
殖
の
た
め
に
必
要
な
巣
箱
、
給
水
、
給
餌
等
の
施
設
の
設
置
に
努
め

る
。

s

定
期
的
に
巡
視
を
実
施
す
る
等
に
よ
り
、
鳥
獣
の
安
定
的
な
生
息
及
び
そ
の
生
息
地
の
環

境
に
著
し
い
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
の
な
い
よ
う
努
め
る
。

d

鳥
獣
保
護
区
の
指
定
の
意
義
に
つ
い
て
、
普
及
啓
発
に
努
め
る
。

山
梨
県
告
示
第
五
百
四
十
一
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
三
十
四
条

の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
休
猟
区
を
指
定
し
た
。

平
成
十
八
年
十
月
三
十
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
１
　
休
猟
区
の
名
称

明
野
休
猟
区

２
　
休
猟
区
の
区
域

北
杜
市
・
韮
崎
市
境
界
線
と
市
営
正
楽
寺
・
三
之
蔵
林
道
と
の
接
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら

同
林
道
を
北
東
に
進
み
市
道
三
百
二
十
六
号
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
東
に

進
み
茅
ヶ
岳
広
域
農
道
幹
線
一
号
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
農
道
を
北
西
及
び
北
に
進
み

北
杜
市
明
野
町
浅
尾
・
北
杜
市
須
玉
町
江
草
境
界
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を

東
及
び
南
東
に
進
み
北
杜
市
・
韮
崎
市
境
界
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
南
西

に
進
み
起
点
に
至
る
一
団
地

３
　
存
続
期
間

平
成
十
八
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
面
積

千
十
ヘ
ク
タ
ー
ル

二
１
　
休
猟
区
の
名
称

落
合
休
猟
区

２
　
休
猟
区
の
区
域

甲
州
市
塩
山
一
之
瀬
高
橋
地
内
の
市
道
一
之
瀬
高
橋
六
号
線
と
市
道
一
之
瀬
高
橋
七
号
線
と
の

接
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
市
道
一
之
瀬
高
橋
六
号
線
を
南
東
に
進
み
国
道
四
百
十
一
号
と
の

接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
国
道
を
南
西
及
び
南
に
進
み
三
窪
高
原
に
至
る
山
道
と
の
接
点
に
至

り
、
同
所
か
ら
同
山
道
を
南
西
及
び
北
に
進
み
倉
掛
山
三
角
点
（
標
高
千
七
百
七
十
六
・
七
メ
ー

ト
ル
）
を
経
て
北
、
東
及
び
南
東
に
進
み
市
道
一
之
瀬
高
橋
七
号
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か

ら
同
市
道
を
南
東
に
進
み
起
点
に
至
る
一
団
地

３
　
存
続
期
間

平
成
十
八
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
面
積

千
二
百
五
十
三
ヘ
ク
タ
ー
ル

三
１
　
休
猟
区
の
名
称

倉
掛
山
休
猟
区

２
　
休
猟
区
の
区
域

山
梨
市
三
富
上
荻
原
地
内
の
国
道
百
四
十
号
と
笛
吹
川
と
の
交
点
（
新
三
之
橋
）
を
起
点
と
し
、

同
所
か
ら
同
国
道
を
北
東
に
進
み
市
営
白
沢
林
道
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林
道
を
東

進
し
山
梨
市
・
甲
州
市
境
界
線
に
至
る
山
道
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
山
道
を
東
進
し
山

梨
市
・
甲
州
市
境
界
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
南
及
び
西
に
進
み
倉
掛
山
三

角
点
（
標
高
千
七
百
七
十
六
・
七
メ
ー
ト
ル
）
を
経
て
滑
沢
に
至
る
沢
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所

か
ら
同
沢
を
南
西
に
進
み
県
営
林
道
鈴
庫
山
線
に
至
る
尾
根
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
尾

根
を
南
西
に
進
み
滑
沢
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
沢
を
北
西
に
進
み
笛
吹
川
と
の
接
点
に

至
り
、
同
所
か
ら
同
川
を
北
進
し
起
点
に
至
る
一
団
地

３
　
存
続
期
間

平
成
十
八
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
面
積

千
五
百
七
十
ヘ
ク
タ
ー
ル

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
七
百
十
号
　
　
平
成
十
八
年
十
月
三
十
日

七
七
二



四
１
　
休
猟
区
の
名
称

滑
沢
休
猟
区

２
　
休
猟
区
の
区
域

甲
州
市
塩
山
福
生
里
地
内
の
市
道
竹
森
四
十
二
号
線
と
県
道
平
沢
千
野
線
と
の
接
点
を
起
点
と

し
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
進
し
市
道
福
生
里
七
号
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を

北
西
に
進
み
甲
州
市
塩
山
塩
原
地
内
に
至
る
山
道
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
山
道
を
北
西

に
進
み
山
梨
市
・
甲
州
市
境
界
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
北
東
、
西
及
び
北

西
に
進
み
笛
吹
川
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
川
を
北
西
及
び
北
東
に
進
み
滑
沢
と
の
接
点

に
至
り
、同
所
か
ら
同
沢
を
南
東
に
進
み
山
梨
市
・
甲
州
市
境
界
線
に
至
る
沢
と
の
接
点
に
至
り
、

同
所
か
ら
同
沢
を
北
東
に
進
み
赤
岩
御
殿
（
標
高
千
五
百
六
十
一
メ
ー
ト
ル
）
に
至
り
、
同
所

か
ら
尾
根
を
北
東
に
進
み
山
梨
市
・
甲
州
市
境
界
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を

東
進
し
柳
沢
ノ
頭
に
至
る
山
道
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
山
道
を
南
東
に
進
み
柳
沢
ノ
頭

三
角
点
（
標
高
千
六
百
七
十
一
・
二
メ
ー
ト
ル
）
を
経
て
県
営
林
道
鈴
庫
山
線
に
至
る
山
道
と
の

接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
山
道
を
西
進
し
県
営
林
道
鈴
庫
山
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら

同
林
道
を
南
西
に
進
み
県
道
平
沢
千
野
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
南
西
に
進
み

起
点
に
至
る
一
団
地

３
　
存
続
期
間

平
成
十
八
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
面
積

千
四
百
十
ヘ
ク
タ
ー
ル

五
１
　
休
猟
区
の
名
称

上
釜
口
休
猟
区

２
　
休
猟
区
の
区
域

山
梨
市
三
富
下
荻
原
地
内
の
山
梨
市
牧
丘
町
成
沢
・
山
梨
市
三
富
下
荻
原
境
界
線
と
笛
吹
川
と

の
接
点
を
起
点
と
し
て
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
北
西
に
進
み
山
梨
市
牧
丘
町
杣
口
・
山
梨
市
三

富
下
荻
原
境
界
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
北
西
に
進
み
山
梨
市
牧
丘
町
杣
口

・
山
梨
市
三
富
徳
和
境
界
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
北
西
に
進
み
県
有
林
・

私
有
林
境
界
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
東
、
北
、
北
東
、
南
東
及
び
東
に
進

み
県
営
林
道
乾
徳
山
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林
道
を
北
西
及
び
南
東
に
進
み
黒
金
山

（
標
高
二
千
二
百
三
十
一
・
六
メ
ー
ト
ル
）
に
至
る
山
道
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
山
道

を
南
東
に
進
み
県
有
林
・
私
有
林
境
界
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
東
進
し
赤

の
浦
川
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
沢
を
南
東
に
進
み
笛
吹
川
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か

ら
同
川
を
南
西
及
び
南
に
進
み
起
点
に
至
る
一
団
地

３
　
存
続
期
間

平
成
十
八
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
面
積

千
七
百
十
二
ヘ
ク
タ
ー
ル

六
１
　
休
猟
区
の
名
称

天
子
ヶ
岳
休
猟
区

２
　
休
猟
区
の
区
域

南
巨
摩
郡
南
部
町
上
佐
野
地
内
の
栃
広
林
道
と
佐
野
林
道
と
の
接
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら

同
林
道
を
北
進
し
本
谷
林
道
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林
道
を
北
東
に
進
み
三
石
林
道
と

の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林
道
を
南
西
、
北
西
、
南
西
及
び
北
西
に
進
み
谷
と
の
接
点
（
三

石
林
道
終
点
）
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
谷
を
北
西
に
進
み
南
巨
摩
郡
南
部
町
・
南
巨
摩
郡
身
延
町

境
界
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
北
東
、
北
西
及
び
東
に
進
み
山
梨
県
・
静
岡
　

県
境
界
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
南
及
び
南
西
に
進
み
カ
ラ
ス
沢
と
の
接
点

に
至
り
、
同
所
か
ら
同
沢
を
北
西
に
進
み
広
川
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
川
を
北
東
に
進

み
栃
広
林
道
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林
道
を
南
西
に
進
み
起
点
に
至
る
一
団
地

３
　
存
続
期
間

平
成
十
八
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
面
積

千
三
百
八
十
八
・
二
ヘ
ク
タ
ー
ル

七
１
　
休
猟
区
の
名
称

常
葉
・
湯
之
奥
休
猟
区

２
　
休
猟
区
の
区
域

南
巨
摩
郡
身
延
町
北
川
地
内
の
国
道
三
百
号
と
町
道
長
塩
鍛
冶
屋
線
と
の
接
点
を
起
点
と
し
、

同
所
か
ら
同
町
道
を
南
東
に
進
み
岩
欠
地
内
に
至
る
山
道
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
山
道

を
南
東
及
び
南
西
に
進
み
町
道
杉
山
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
町
道
を
東
及
び
南
東
に

進
み
栃
代
川
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
川
を
東
進
し
通
称
コ
ゾ
ウ
リ
ン
沢
と
の
接
点
に
至

り
、
同
所
か
ら
同
沢
を
南
進
し
尾
根
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
尾
根
を
南
東
に
進
み
登
山

道
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
登
山
道
を
南
及
び
南
東
に
進
み
南
巨
摩
郡
身
延
町
・
南
都
留

郡
富
士
河
口
湖
町
境
界
線
と
の
接
点
（
毛
無
山
（
標
高
千
九
百
四
十
五
・
五
メ
ー
ト
ル
）
）
に
至

り
、
同
所
か
ら
湯
の
沢
源
流
点
に
向
か
っ
て
西
進
し
湯
の
沢
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
沢
を
南
西
に

進
み
県
営
林
道
湯
之
奥
猪
之
頭
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林
道
を
南
西
に
進
み
県
道
湯

之
奥
上
之
平
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
南
西
及
び
北
西
に
進
み
国
道
三
百
号
と

の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
国
道
を
東
及
び
北
に
進
み
県
道
甲
斐
常
葉
停
車
場
線
と
の
接
点
に

至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
東
及
び
北
東
に
進
み
国
道
三
百
号
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同

国
道
を
北
及
び
東
に
進
み
起
点
に
至
る
一
団
地

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
七
百
十
号
　
　
平
成
十
八
年
十
月
三
十
日

七
七
三



３
　
存
続
期
間

平
成
十
八
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
面
積

二
千
二
百
五
十
九
・
四
ヘ
ク
タ
ー
ル

八
１
　
休
猟
区
の
名
称

上
九
一
色
・
三
珠
休
猟
区

２
　
休
猟
区
の
区
域

西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
三
張
地
内
の
芦
川
と
県
道
笛
吹
芦
川
市
川
三
郷
線
と
の
交
点（
三
張
橋
）

を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
東
進
し
国
道
三
百
五
十
八
号
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら

同
国
道
を
東
及
び
南
西
に
進
み
甲
府
市
・
南
都
留
郡
富
士
河
口
湖
町
境
界
線
と
の
交
点
に
至
り
、

同
所
か
ら
同
境
界
線
を
西
進
し
甲
府
市
・
南
巨
摩
郡
身
延
町
境
界
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所

か
ら
同
境
界
線
を
北
西
に
進
み
南
巨
摩
郡
身
延
町
・
西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
境
界
線
と
の
接
点
に

至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
西
進
し
横
沢
に
至
る
登
山
道
と
の
接
点
（
蛾
ヶ
岳
山
頂
よ
り
百
七

十
五
メ
ー
ト
ル
東
の
地
点
）
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
登
山
道
を
北
及
び
東
に
進
み
横
沢
と
の
交
点

に
至
り
、
同
所
か
ら
同
沢
を
東
及
び
北
東
に
進
み
芦
川
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
川
を
北

東
に
進
み
起
点
に
至
る
一
団
地

３
　
存
続
期
間

平
成
十
八
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
面
積

千
四
百
二
十
四
・
七
ヘ
ク
タ
ー
ル

九
１
　
休
猟
区
の
名
称

鶴
ヶ
鳥
屋
休
猟
区

２
　
休
猟
区
の
区
域

大
月
市
初
狩
町
地
内
の
国
道
二
十
号
上
の
宮
川
橋
東
詰
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
大
月
市
道
初

狩
駅
西
通
線
を
南
西
に
進
み
県
道
大
幡
初
狩
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
南
西
に

進
み
大
月
市
・
都
留
市
境
界
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
北
西
に
進
み
鶴
ヶ
鳥

屋
山
三
角
点
（
標
高
千
三
百
七
十
四
・
四
メ
ー
ト
ル
）、
本
社
ヶ
丸
三
角
点
（
標
高
千
六
百
三
十

・
八
メ
ー
ト
ル
）
及
び
清
八
峠
を
経
て
大
月
市
・
都
留
市
・
笛
吹
市
境
界
点
に
至
り
、
同
所
か
ら

大
月
市
・
笛
吹
市
境
界
線
を
北
西
に
進
み
三
角
点
（
標
高
千
四
百
二
・
六
メ
ー
ト
ル
）
を
経
て
大

月
市
・
笛
吹
市
・
甲
州
市
境
界
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
大
月
市
・
甲
州
市
境
界
線
を
東
及
び
北
東

に
進
み
笹
子
峠
に
至
り
、
同
所
か
ら
県
道
日
影
笹
子
線
を
南
東
に
進
み
国
道
二
十
号
と
の
接
点
に

至
り
、
同
所
か
ら
同
国
道
を
東
進
し
起
点
に
至
る
一
団
地

３
　
存
続
期
間

平
成
十
八
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
面
積

二
千
六
百
七
十
九
ヘ
ク
タ
ー
ル

十
１
　
休
猟
区
の
名
称
　
　

大
鶴
休
猟
区

２
　
休
猟
区
の
区
域

上
野
原
市
鶴
川
地
内
の
県
道
大
月
上
野
原
線
と
市
道
八
米
鏡
渡
橋
線
と
の
接
点
を
起
点
と
し
、

同
所
か
ら
同
県
道
を
西
進
し
市
道
和
見
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
西
及
び
西

に
進
み
県
営
和
見
棚
頭
林
道
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林
道
を
西
、
北
東
及
び
南
西
に
進

み
上
野
原
市
野
田
尻
棚
頭
地
区
か
ら
雨
降
山
（
標
高
千
百
七
十
七
メ
ー
ト
ル
）
へ
向
か
う
山
道
と

の
交
点
に
至
り
、同
所
か
ら
同
山
道
を
北
進
し
雨
降
山
を
経
て
市
営
腰
掛
林
道
と
の
交
点
に
至
り
、

同
所
か
ら
同
林
道
を
北
西
に
進
み
市
道
下
城
阿
寺
沢
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道

を
北
東
に
進
み
県
道
上
野
原
丹
波
山
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
東
及
び
南
東
に

進
み
県
道
上
野
原
あ
き
る
野
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
南
進
し
市
道
八
米
鏡
渡

橋
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
南
進
し
起
点
に
至
る
一
団
地

３
　
存
続
期
間

平
成
十
八
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
面
積

二
千
百
四
十
五
ヘ
ク
タ
ー
ル

十
一
１
　
休
猟
区
の
名
称

高
畑
休
猟
区

２
　
休
猟
区
の
区
域

都
留
市
大
幡
地
内
の
県
道
高
畑
谷
村
停
車
場
線
と
県
道
大
幡
初
狩
線
と
の
接
点
を
起
点
と

し
、
同
所
か
ら
県
道
高
畑
谷
村
停
車
場
線
を
西
進
し
一
之
橋
西
詰
に
至
り
、
同
所
か
ら
大
幡
川

左
岸
を
北
東
に
進
み
赤
井
沢
川
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
川
右
岸
を
北
西
に
進
み
県
営

黒
野
田
林
道
の
赤
井
沢
橋
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林
道
を
南
東
、
南
西
及
び
北
西
に
進
み
旧
宝

鉱
山
資
材
運
搬
道
路
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
道
路
を
西
及
び
北
に
進
み
本
社
川
と
の

交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
川
を
北
及
び
西
に
進
み
通
称
ト
ヨ
の
沢
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所

か
ら
同
沢
を
西
進
し
東
京
電
力
株
式
会
社
西
群
馬
幹
線
送
電
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら

同
送
電
線
を
南
東
に
進
み
同
送
電
線
第
二
百
二
十
四
号
鉄
塔
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
送
電
線
を

南
東
に
進
み
同
送
電
線
第
二
百
二
十
五
号
鉄
塔
を
経
て
同
送
電
線
第
二
百
二
十
六
号
鉄
塔
に
至

り
、
同
所
か
ら
同
送
電
線
第
二
百
二
十
七
号
鉄
塔
に
向
か
い
直
進
し
同
送
電
線
第
二
百
二
十
六

号
鉄
塔
と
第
二
百
二
十
七
号
鉄
塔
の
間
で
大
幡
川
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
川
左
岸
を

北
東
に
進
み
市
道
高
畑
三
ツ
峠
線
の
け
い
ご
や
橋
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
南
東
及
び
南

西
に
進
み
通
称
水
た
れ
の
沢
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
沢
を
北
進
し
大
幡
川
と
の
接
点

に
至
り
、
同
所
か
ら
同
川
を
北
西
に
進
み
標
高
千
二
十
メ
ー
ト
ル
の
二
俣
に
至
り
、
同
所
か
ら
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梨
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中
間
尾
根
を
北
西
及
び
北
に
進
み
千
四
百
四
十
三
メ
ー
ト
ル
標
高
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
尾

根
を
北
進
し
都
留
市
・
大
月
市
境
界
線
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
北
東
及
び
東
に
進
み

鶴
ヶ
鳥
屋
山
三
角
点
（
標
高
千
三
百
七
十
四
・
四
メ
ー
ト
ル
）
を
経
て
県
道
大
幡
初
狩
線
と
の

交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
南
進
し
起
点
に
至
る
一
団
地

３
　
存
続
期
間

平
成
十
八
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
面
積

九
百
七
十
四
ヘ
ク
タ
ー
ル

十
二
１
　
休
猟
区
の
名
称

河
口
休
猟
区

２
　
休
猟
区
の
区
域

南
都
留
郡
富
士
河
口
湖
町
河
口
地
内
の
国
道
百
三
十
七
号
と
西
川
と
の
交
点
（
西
川
橋
）
を

起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
川
を
南
進
し
県
道
河
口
湖
精
進
線
と
の
交
点
（
西
川
小
橋
）
に
至
り
、

同
所
か
ら
同
県
道
を
南
西
に
進
み
同
町
長
崎
地
内
の
東
京
電
力
株
式
会
社
広
瀬
百
九
十
九
号
電

柱
に
至
り
、
同
所
か
ら
尾
根
を
北
西
、
北
東
及
び
北
西
に
進
み
烏
帽
子
岩
を
経
て
黒
岳
三
角
点

（
標
高
千
七
百
九
十
二
・
七
メ
ー
ト
ル
）
に
至
り
、
同
所
か
ら
南
都
留
郡
富
士
河
口
湖
町
・
笛

吹
市
境
界
線
を
北
西
及
び
東
に
進
み
御
坂
ト
ン
ネ
ル
入
口
に
至
る
登
山
道
と
の
交
点
に
至
り
、

同
所
か
ら
同
登
山
道
を
南
東
に
進
み
県
道
富
士
河
口
湖
笛
吹
線
と
の
交
点
（
御
坂
ト
ン
ネ
ル
入

口
）
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
南
、
東
、
南
西
及
び
北
西
に
進
み
国
道
百
三
十
七
号
と
の

接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
国
道
を
南
東
、
南
西
、
北
東
及
び
南
西
に
進
み
起
点
に
至
る
一
団

地
３
　
存
続
期
間

平
成
十
八
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
面
積

六
百
八
十
ヘ
ク
タ
ー
ル

十
三
１
　
休
猟
区
の
名
称

上
吉
田
休
猟
区

２
　
休
猟
区
の
区
域

南
都
留
郡
富
士
河
口
湖
町
船
津
字
剣
丸
尾
地
内
富
士
山
有
料
道
路
（
通
称
富
士
ス
バ
ル
ラ
イ

ン
）
と
県
道
富
士
河
口
湖
富
士
線
（
通
称
東
富
士
五
湖
道
路
富
士
吉
田
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
取

付
道
路
）
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
県
道
を
東
進
し
東
富
士
五
湖
道
路
と
の
交
点
に
至
り
、

同
所
か
ら
同
道
路
を
南
東
に
進
み
富
士
吉
田
市
新
屋
地
内
に
お
い
て
市
道
中
宿
グ
ラ
ン
ド
線
と

の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
南
西
に
進
み
北
富
士
演
習
場
内
に
お
い
て
通
称
西
連
絡

道
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
道
を
西
進
し
県
道
富
士
上
吉
田
線
（
吉
田
口
登
山
道
）
と

の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
南
西
に
進
み
県
営
林
道
富
士
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同

所
か
ら
同
林
道
を
西
、
南
西
及
び
北
西
に
進
み
富
士
山
有
料
道
路
（
通
称
富
士
ス
バ
ル
ラ
イ
ン
）

と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
道
路
を
北
西
及
び
北
東
に
進
み
起
点
に
至
る
一
団
地

３
　
存
続
期
間

平
成
十
八
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
面
積

千
百
五
十
ヘ
ク
タ
ー
ル

山
梨
県
告
示
第
五
百
四
十
二
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
三
十
五
条

の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
銃
猟
禁
止
区
域
を
指
定
し
た
。

平
成
十
八
年
十
月
三
十
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
１
　
銃
猟
禁
止
区
域
の
名
称

釜
無
川
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
銃
猟
禁
止
区
域

２
　
銃
猟
禁
止
区
域

南
ア
ル
プ
ス
市
東
南
湖
地
内
の
国
道
百
四
十
号
と
県
道
増
穂
若
草
線
と
の
接
点
（
三
郡
橋
北
交

差
点
）
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
北
東
に
進
み
県
道
南
ア
ル
プ
ス
甲
斐
線
と
の
接
点

（
浅
原
橋
西
交
差
点
）
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
北
進
し
県
道
甲
府
南
ア
ル
プ
ス
線
と
の
交

点
（
開
国
橋
西
交
差
点
）
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
東
進
し
釜
無
川
右
岸
堤
防
と
の
交
点
に

至
り
、
同
所
か
ら
同
堤
防
を
北
進
し
株
式
会
社
甲
府
コ
ト
ブ
キ
（
南
ア
ル
プ
ス
市
下
高
砂
千
七
十

七
│
一
）
敷
地
北
東
端
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
東
に
直
進
し
県
道
臼
井
阿
原
竜
王
線
と
甲

斐
市
道
上
八
幡
実
元
橋
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
東
に
進
み
甲
斐
市
道
五
本

松
柳
原
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
南
東
に
進
み
甲
斐
市
道
柳
原
線
と
の
接
点
に

至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
南
東
に
進
み
甲
斐
市
道
中
八
幡
中
道
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か

ら
同
市
道
を
南
西
に
進
み
甲
斐
市
道
新
水
道
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
南
西
及

び
南
東
に
進
み
県
道
甲
府
南
ア
ル
プ
ス
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
南
西
に
進
み

県
道
臼
井
阿
原
竜
王
線
と
の
交
点
（
開
国
橋
東
詰
交
差
点
）
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
南
進

し
釜
無
川
左
岸
堤
防
上
の
河
川
管
理
用
通
路
と
の
接
点
（
鏡
中
条
橋
東
詰
交
差
点
）
に
至
り
、
同

所
か
ら
同
通
路
を
南
、
南
東
及
び
東
に
進
み
県
道
甲
斐
中
央
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同

県
道
を
南
進
し
中
央
市
道
田
富
Ⅱ
│
４
号
線
と
の
接
点
（
浅
原
橋
東
詰
交
差
点
）
に
至
り
、
同
所

か
ら
同
市
道
を
南
西
に
進
み
中
央
市
道
田
富
七
百
二
十
六
号
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同

市
道
を
南
西
に
進
み
中
央
市
道
田
富
七
百
二
十
六
│
一
号
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市

道
を
南
西
に
進
み
中
央
市
・
西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
境
界
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
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界
線
を
北
西
に
進
み
南
ア
ル
プ
ス
市
・
西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
境
界
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所

か
ら
同
境
界
線
を
南
西
に
進
み
国
道
百
四
十
号
と
の
交
点
（
三
郡
西
橋
）
に
至
り
、
同
所
か
ら
同

国
道
を
北
西
に
進
み
起
点
に
至
る
一
団
地

３
　
存
続
期
間

平
成
十
八
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
八
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
面
積

六
百
八
十
一
ヘ
ク
タ
ー
ル

二
１
　
銃
猟
禁
止
区
域
の
名
称

つ
つ
じ
ヶ
崎
銃
猟
禁
止
区
域

２
　
銃
猟
禁
止
区
域

甲
府
市
善
光
寺
町
地
内
の
国
有
林
甲
府
事
業
区
境
界
線
（
高
倉
川
）
と
甲
府
市
道
酒
折
茶
道
線

と
の
交
点
（
東
光
橋
）
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
西
及
び
南
西
に
進
み
県
道
愛
宕
山

公
園
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
北
及
び
西
に
進
み
甲
府
市
道
三
角
中
瀬
線
と
の

交
点
（
神
橋
）
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
東
及
び
西
に
進
み
甲
府
市
道
鍛
冶
小
路
線
と
の

接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
東
に
進
み
国
有
林
甲
府
事
業
区
境
界
線
に
至
る
径
路
と
の

接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
径
路
を
南
進
し
国
有
林
甲
府
事
業
区
境
界
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同

所
か
ら
同
境
界
線
を
南
、
東
、
北
及
び
北
東
に
進
み
大
日
影
を
経
て
南
東
、
南
西
、
北
東
及
び
南

西
に
進
み
起
点
に
至
る
一
団
地

３
　
存
続
期
間

平
成
十
八
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
八
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
面
積

六
十
三
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル

三
１
　
銃
猟
禁
止
区
域
の
名
称

敷
島
北
銃
猟
禁
止
区
域

２
　
銃
猟
禁
止
区
域

甲
斐
市
上
芦
沢
地
内
の
甲
斐
市
・
韮
崎
市
境
界
線
と
県
道
韮
崎
昇
仙
峡
線
と
の
接
点
（
ホ
ッ
チ

峠
）
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
東
、
西
、
南
東
、
西
、
東
、
北
東
及
び
南
東
に
進
み
亀

沢
川
に
か
か
る
神
戸
橋
を
経
て
県
道
敷
島
竜
王
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
南
東

に
進
み
甲
斐
市
道
下
福
沢
安
寺
線
と
の
接
点
（
福
沢
橋
）
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
南
及
び

南
西
に
進
み
甲
斐
市
道
安
寺
菅
口
線
（
敷
島
地
区
集
落
道
安
寺
下
菅
口
線
）
と
の
接
点
に
至
り
、

同
所
か
ら
同
市
道
を
南
進
し
甲
斐
市
道
菅
口
中
村
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
南

東
に
進
み
甲
斐
市
道
安
寺
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
西
進
し
甲
斐
市
道
上
菅
口

林
道
線
（
菅
口
林
道
）
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
西
に
進
み
甲
斐
市
道
打
返
上

菅
口
線
（
菅
口
支
線
）
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
南
西
に
進
み
甲
斐
市
上
菅
口
・

漆
戸
境
界
尾
根
と
の
接
点
（
通
称
「
お
天
狗
さ
ん
」
参
道
入
口
）
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
尾
根
を

北
東
に
進
み
通
称
「
お
天
狗
さ
ん
」
を
経
て
甲
斐
市
・
韮
崎
市
境
界
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所

か
ら
同
境
界
線
を
北
西
及
び
北
に
進
み
起
点
に
至
る
一
団
地

３
　
存
続
期
間

平
成
十
八
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
八
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
面
積

二
百
五
十
ヘ
ク
タ
ー
ル

四
１
　
銃
猟
禁
止
区
域
の
名
称

浅
尾
原
銃
猟
禁
止
区
域

２
　
銃
猟
禁
止
区
域

北
杜
市
明
野
町
浅
尾
地
内
の
農
道
三
│
二
十
九
号
線
と
市
道
五
十
二
号
線
と
の
交
点
を
起
点
と

し
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
東
進
し
市
道
二
百
二
十
七
号
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道

を
東
進
し
市
道
二
百
四
号
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
南
進
し
北
杜
市
明
野
町
小

笠
原
地
区
に
至
る
小
道
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
小
道
を
南
、
南
西
及
び
南
東
に
進
み
栃

沢
川
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
川
を
南
西
に
進
み
市
道
二
百
二
十
二
号
線
と
の
交
点
に
至

り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
西
に
進
み
市
道
二
百
二
十
号
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市

道
を
北
西
に
進
み
市
道
二
百
四
号
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
西
に
進
み
農
道

三
│
二
十
九
号
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
農
道
を
北
進
し
起
点
に
至
る
一
団
地

３
　
存
続
期
間

平
成
十
八
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
八
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
面
積

百
二
十
二
ヘ
ク
タ
ー
ル

五
１
　
銃
猟
禁
止
区
域
の
名
称

中
丸
銃
猟
禁
止
区
域

２
　
銃
猟
禁
止
区
域

北
杜
市
長
坂
町
中
丸
地
内
の
県
道
茅
野
北
杜
韮
崎
線
と
大
深
沢
川
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同

所
か
ら
同
県
道
を
南
東
及
び
北
西
に
進
み
北
杜
市
長
坂
町
中
丸
・
北
杜
市
小
淵
沢
町
松
向
境
界
線

と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
北
東
に
進
み
大
深
沢
川
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か

ら
同
川
を
南
東
に
進
み
起
点
に
至
る
一
団
地

３
　
存
続
期
間

平
成
十
八
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
八
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
面
積

四
十
五
ヘ
ク
タ
ー
ル

六
１
　
銃
猟
禁
止
区
域
の
名
称

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
七
百
十
号
　
　
平
成
十
八
年
十
月
三
十
日

七
七
六



平
等
川
銃
猟
禁
止
区
域

２
　
銃
猟
禁
止
区
域

笛
吹
市
春
日
居
町
鎮
目
地
内
の
笛
吹
市
石
和
町
松
本
・
笛
吹
市
春
日
居
町
鎮
目
境
界
線
と
平
等

川
右
岸
か
ら
百
メ
ー
ト
ル
北
西
の
地
点
を
結
ん
だ
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
線
を

北
東
に
進
み
山
梨
市
・
笛
吹
市
境
界
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
南
東
に
進
み

平
等
川
左
岸
か
ら
百
メ
ー
ト
ル
南
東
の
地
点
を
結
ん
だ
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
線
を

南
西
に
進
み
笛
吹
市
石
和
町
松
本
・
笛
吹
市
春
日
居
町
鎮
目
境
界
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か

ら
同
境
界
線
を
北
進
し
起
点
に
至
る
一
団
地

３
　
存
続
期
間

平
成
十
八
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
八
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
面
積

四
十
ヘ
ク
タ
ー
ル

七
１
　
銃
猟
禁
止
区
域
の
名
称

境
川
町
原
銃
猟
禁
止
区
域

２
　
銃
猟
禁
止
区
域

笛
吹
市
境
川
町
藤
垈
地
内
の
笛
吹
市
道
境
川
十
号
線
と
笛
吹
市
道
境
川
三
百
五
十
七
号
線
と
の

接
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
笛
吹
市
道
境
川
三
百
五
十
七
号
線
を
北
西
に
進
み
笛
吹
市
道
境
川

三
百
五
十
八
号
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
西
に
進
み
笛
吹
市
道
境
川
三
百
六

十
号
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
西
に
進
み
笛
吹
市
道
境
川
三
百
六
十
三
号
線

と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
進
し
笛
吹
市
道
境
川
三
百
五
十
九
号
線
と
の
接
点
に

至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
西
に
進
み
笛
吹
市
道
境
川
六
号
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら

同
市
道
を
南
東
に
進
み
笛
吹
市
道
境
川
十
号
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
南
西
に

進
み
起
点
に
至
る
一
団
地

３
　
存
続
期
間

平
成
十
八
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
八
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
面
積

三
十
五
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル

八
１
　
銃
猟
禁
止
区
域
の
名
称

万
沢
銃
猟
禁
止
区
域

２
　
銃
猟
禁
止
区
域

南
巨
摩
郡
南
部
町
万
沢
地
内
の
国
道
五
十
二
号
と
町
道
屋
敷
平
線
と
の
接
点
を
起
点
と
し
、
同

町
道
を
西
及
び
南
西
に
進
み
町
道
宿
杉
山
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
町
道
を
南
西
に
進

み
県
道
日
向
宿
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
北
西
及
び
北
東
に
進
み
県
道
富
士
川

身
延
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
南
東
及
び
南
に
進
み
町
道
高
内
曲
尾
線
と
の
接

点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
町
道
を
南
西
及
び
南
東
に
進
み
国
道
五
十
二
号
と
の
交
点
に
至
り
、
同

所
か
ら
同
国
道
を
南
進
し
起
点
に
至
る
一
団
地

３
　
存
続
期
間

平
成
十
八
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
八
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
面
積

二
百
八
十
八
・
一
ヘ
ク
タ
ー
ル

九
１
　
銃
猟
禁
止
区
域
の
名
称

大
法
師
銃
猟
禁
止
区
域

２
　
銃
猟
禁
止
区
域

南
巨
摩
郡
鰍
沢
町
鰍
沢
地
内
の
国
道
五
十
二
号
と
県
道
小
室
鰍
沢
線
と
の
接
点
を
起
点
と
し
、

同
所
か
ら
同
国
道
を
南
進
し
南
川
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
川
を
西
進
し
南
巨
摩
郡
増
穂

町
・
南
巨
摩
郡
鰍
沢
町
境
界
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
北
、
北
西
及
び
東
に

進
み
県
道
小
室
鰍
沢
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
東
進
し
起
点
に
至
る
一
団
地

３
　
存
続
期
間

平
成
十
八
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
八
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
面
積

百
九
ヘ
ク
タ
ー
ル

山
梨
県
告
示
第
五
百
四
十
三
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
二
十
九
条

の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
特
別
保
護
地
区
を
指
定
し
た
。

平
成
十
八
年
十
月
三
十
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
１
　
特
別
保
護
地
区
の
名
称

甲
斐
駒
特
別
保
護
地
区

２
　
特
別
保
護
地
区
の
区
域

北
杜
市
白
州
町
横
手
並
び
に
武
川
町
柳
沢
所
在
県
有
林
中
北
事
業
区
第
四
百
三
十
七
林
班
に
小

班
、
第
四
百
三
十
八
林
班
ろ
・
イ
小
班
、
第
四
百
三
十
九
林
班
へ
小
班
、
第
四
百
四
十
林
班
イ
・

ロ
・
ハ
・
ニ
・
ホ
小
班
及
び
南
ア
ル
プ
ス
市
芦
安
芦
倉
所
在
県
有
林
中
北
事
業
区
第
二
十
三
林
班

イ
・
ロ
・
ハ
・
ニ
・
ホ
・
ヘ
小
班
の
区
域

３
　
特
別
保
護
地
区
の
存
続
期
間

平
成
十
八
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
八
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
特
別
保
護
地
区
の
面
積

四
百
二
十
一
・
一
ヘ
ク
タ
ー
ル

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
七
百
十
号
　
　
平
成
十
八
年
十
月
三
十
日

七
七
七

１

２



５
　
特
別
保
護
地
区
の
保
護
に
関
す
る
指
針

（一）

鳥
獣
保
護
区
の
指
定
区
分

大
規
模
生
息
地
の
保
護
区

（二）

特
別
保
護
地
区
の
指
定
目
的

当
該
地
区
を
含
め
た
地
域
は
、
甲
斐
駒
ヶ
岳
（
標
高
二
千
九
百
六
十
六
メ
ー
ト
ル
）、
鋸
岳

（
標
高
二
千
六
百
八
十
五
メ
ー
ト
ル
）
等
を
中
心
と
し
た
高
山
帯
の
地
域
で
あ
り
、
当
該
地
区

の
全
域
が
国
立
公
園
特
別
保
護
地
区
及
び
保
安
林
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

当
該
地
域
の
植
生
は
、
甲
斐
駒
ヶ
岳
山
頂
付
近
に
ア
オ
ノ
ツ
ガ
ザ
ク
ラ
が
分
布
し
、
そ
の
下

部
に
は
コ
ケ
モ
モ
、
ハ
イ
マ
ツ
、
ミ
ド
リ
ユ
キ
ザ
サ
、
ダ
ケ
カ
ン
バ
、
ウ
ラ
ジ
ロ
モ
ミ
、
コ
メ

ツ
ガ
等
が
み
ら
れ
、
高
山
帯
か
ら
亜
高
山
帯
ま
で
の
植
生
を
示
す
林
相
の
変
化
に
富
ん
だ
地
域

で
あ
る
。

ま
た
、
獣
類
で
は
、
大
型
哺ほ

乳
類
の
ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
を
は
じ
め
、
中
型
哺ほ

乳
類
で
は
ニ
ホ

ン
ザ
ル
、
キ
ツ
ネ
等
が
、
小
型
哺ほ

乳
類
で
は
高
山
性
の
オ
コ
ジ
ョ
、
ト
ガ
リ
ネ
ズ
ミ
等
が
確
認

さ
れ
、
鳥
類
で
は
、
特
別
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
ラ
イ
チ
ョ
ウ
を
は
じ
め
、
イ
ワ
ヒ

バ
リ
、
メ
ボ
ソ
ム
シ
ク
イ
、
コ
マ
ド
リ
、
ル
リ
ビ
タ
キ
、
チ
ョ
ウ
ゲ
ン
ボ
ウ
等
が
み
ら
れ
る
。

以
上
の
地
域
の
う
ち
、
原
生
な
自
然
環
境
が
保
存
さ
れ
て
い
る
中
核
的
な
地
域
を
特
別
保
護

地
区
に
指
定
す
る
こ
と
で
多
様
な
鳥
獣
の
生
息
環
境
の
保
全
を
図
る
も
の
と
す
る
。

（三）

特
別
保
護
地
区
の
管
理
方
針

a

定
期
的
に
巡
視
を
実
施
す
る
等
に
よ
り
、
多
様
な
鳥
獣
の
安
定
的
な
生
息
及
び
そ
の
生
息

地
の
環
境
に
著
し
い
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
の
な
い
よ
う
努
め
る
。

s

特
別
保
護
地
区
の
指
定
の
意
義
に
つ
い
て
、
普
及
啓
発
に
努
め
る
。

二
１
　
特
別
保
護
地
区
の
名
称

三
ツ
峠
特
別
保
護
地
区

２
　
特
別
保
護
地
区
の
区
域

都
留
市
大
幡
所
在
県
有
林
富
士
・
東
部
事
業
区
第
六
十
三
林
班

３
　
特
別
保
護
地
区
の
存
続
期
間

平
成
十
八
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
八
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
特
別
保
護
地
区
の
面
積

七
十
ヘ
ク
タ
ー
ル

５
　
特
別
保
護
地
区
の
保
護
に
関
す
る
指
針

（一）

鳥
獣
保
護
区
の
指
定
区
分

森
林
鳥
獣
生
息
地
の
保
護
区

（二）

特
別
保
護
地
区
の
指
定
目
的

当
該
地
区
を
含
め
た
地
域
は
、
三
ツ
峠
山
（
標
高
千
七
百
八
十
五
・
二
メ
ー
ト
ル
）
等
を
中

心
と
し
た
亜
高
山
帯
の
地
域
で
あ
り
、
当
該
地
区
は
山
梨
県
自
然
環
境
保
全
条
例
に
規
定
す
る

自
然
保
存
地
区
と
し
て
昭
和
四
十
七
年
か
ら
指
定
さ
れ
て
い
る
。

当
該
地
域
の
植
生
は
、
三
ツ
峠
山
山
頂
付
近
に
ク
リ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
等
が
分
布
し
、
そ
の
周
囲

に
は
ウ
ラ
ジ
ロ
モ
ミ
、
コ
メ
ツ
ガ
等
が
発
達
し
、
部
分
的
に
ヤ
マ
ボ
ウ
シ
、
ブ
ナ
等
及
び
カ
ラ

マ
ツ
植
林
が
み
ら
れ
る
。

ま
た
、
獣
類
で
は
、
大
型
哺ほ

乳
類
の
ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
を
は
じ
め
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
、
ツ
キ
ノ

ワ
グ
マ
等
が
、
中
型
哺ほ

乳
類
で
は
ニ
ホ
ン
ザ
ル
、
ノ
ウ
サ
ギ
、
テ
ン
等
が
、
小
型
哺ほ

乳
類
で
は

ヤ
マ
ネ
、
ア
カ
ネ
ズ
ミ
、
シ
マ
リ
ス
、
オ
コ
ジ
ョ
等
が
確
認
さ
れ
、
鳥
類
で
は
、
コ
ゲ
ラ
、
ヒ

ガ
ラ
、
マ
ヒ
ワ
、
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
等
が
み
ら
れ
る
。

以
上
の
地
域
の
う
ち
、
原
生
な
自
然
環
境
が
保
存
さ
れ
て
い
る
中
核
的
な
地
域
を
特
別
保
護

地
区
に
指
定
す
る
こ
と
で
多
様
な
鳥
獣
の
生
息
環
境
の
保
全
を
図
る
も
の
と
す
る
。

（三）

特
別
保
護
地
区
の
管
理
方
針

a

定
期
的
に
巡
視
を
実
施
す
る
等
に
よ
り
、
多
様
な
鳥
獣
の
安
定
的
な
生
息
及
び
そ
の
生
息

地
の
環
境
に
著
し
い
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
の
な
い
よ
う
努
め
る
。

s

特
別
保
護
地
区
の
指
定
の
意
義
に
つ
い
て
、
普
及
啓
発
に
努
め
る
。

山
梨
県
告
示
第
五
百
四
十
四
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ

う
に
保
安
林
の
指
定
を
す
る
予
定
で
あ
る
。

平
成
十
八
年
十
月
三
十
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
保
安
林
の
所
在
場
所

都
留
市
大
野
字
大
入
一
四
九
五
・
一
五
四
九
の
一
・
一
五
六
〇
の
一
・
字
入
山
一
六
四
九
の
一
・

一
六
五
二
の
一
・
字
白
土
三
四
九
七
・
字
黒
木
澤
三
四
九
九
の
一
（
以
上
七
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に

示
す
部
分
に
限
る
。）、
字
板
ヶ
沢
三
四
九
六
、
字
大
沢
三
四
九
八

二
　
指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三
　
指
定
施
業
要
件

（一）

立
木
の
伐
採
の
方
法

１
　
主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２
　
主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

３
　
間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（二）

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
七
百
十
号
　
　
平
成
十
八
年
十
月
三
十
日

七
七
八



次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
山
梨
県
庁
及
び

都
留
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

山
梨
県
告
示
第
五
百
四
十
五
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ

う
に
保
安
林
の
指
定
を
す
る
予
定
で
あ
る
。

平
成
十
八
年
十
月
三
十
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
保
安
林
の
所
在
場
所

南
都
留
郡
西
桂
町
倉
見
字
大
野
一
六
一
三
の
六

二
　
指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三
　
指
定
施
業
要
件

（一）

立
木
の
伐
採
の
方
法

１
　
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

２
　
主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

３
　
間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（二）

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
山
梨
県
庁
及
び
西
桂
町
役
場
に
備
え
置
い
て

縦
覧
に
供
す
る
。）

山
梨
県
告
示
第
五
百
四
十
六
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う

に
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
。

平
成
十
八
年
十
月
三
十
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

南
巨
摩
郡
鰍
沢
町
・
南
部
町
（
以
上
二
町
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

二
　
保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
か
ん
養

三
　
変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

（一）

立
木
の
伐
採
の
方
法

１
　
主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２
　
主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係

る
市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

３
　
間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（二）

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
山
梨
県
庁
及

び
関
係
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

山
梨
県
告
示
第
五
百
四
十
七
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
区
域
を
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
土
木
部
道
路
管
理
課
及
び
峡
東
建
設
事
務
所
に

お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
十
八
年
十
一
月
二
十
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
八
年
十
月
三
十
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
道
路
の
種
類
　
県
道

二
　
路
　
線
　
名
　
杣
口
塩
山
線

三
　
道
路
の
区
域

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

旧
新

敷
地
の
幅
員

延
　
　
　
長

の
別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

山
梨
市
牧
丘
町
大
字
杣
口
字
東
下
一
四
七
九
番
の

旧

五
・
七
〜

九
九
〇
・
〇

二
地
先
か
ら

一
五
・
二

山
梨
市
牧
丘
町
大
字
千
野
々
宮
字
上
川
窪
九
九
番

の
五
地
先
ま
で

新

一
〇
・
七
〜

九
九
〇
・
〇

二
七
・
九

訓
　
　
　
令

山
梨
県
訓
令
甲
第
十
九
号

本
　
　
　
　
　
　
　
　
庁

出
　
　
先
　
　
機
　
　
関

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
七
百
十
号
　
　
平
成
十
八
年
十
月
三
十
日

七
七
九



出
先
機
関
庁
舎
等
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
八
年
十
月
三
十
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

出
先
機
関
庁
舎
等
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

出
先
機
関
庁
舎
等
管
理
規
程
（
昭
和
四
十
三
年
山
梨
県
訓
令
甲
第
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

別
表
中
十
の
項
を
十
一
の
項
と
し
、
七
の
項
か
ら
九
の
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、
六
の
項
の

次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

七
　
身
延
合
同
庁
舎

中
部
横
断
自
動
車
道
用
地
事
務
所

峡
南
建
設
事
務
所

附
　
則

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
訓
令
は
、
平
成
十
八
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
訓
令
の
施
行
の
日
か
ら
平
成
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
こ
の
訓
令
に
よ
る

改
正
後
の
出
先
機
関
庁
舎
等
管
理
規
程
別
表
七
の
項
の
身
延
合
同
庁
舎
の
管
理
責
任
者
は
、
同
訓
令

第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、同
訓
令
別
表
七
の
項
の
峡
南
建
設
事
務
所
の
所
長
と
す
る
。

山
梨
県
訓
令
甲
第
二
十
号

本
　
　
　
　
　
　
　
　
庁

出
　
　
先
　
　
機
　
　
関

山
梨
県
行
政
文
書
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
八
年
十
月
三
十
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

山
梨
県
行
政
文
書
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

山
梨
県
行
政
文
書
管
理
規
程
（
平
成
十
八
年
山
梨
県
訓
令
甲
第
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

「
富

別
表
第
一
の
２
の
表
中
「
富
士
・
東
部
建
設
事
務
所
　
　
　
　
　
　
　
　
富
東
建
　
　
　
」
を

中

士
・
東
部
設
事
務
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
富
東
建

に
改
め
る
。

部
横
断
自
動
車
道
用
地
事
務
所
　
　
　
　
　
中
横
用
　
　
　
」

附
　
則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
十
八
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

公
　
　
　
告

'

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
設
立
の
認
証
申
請

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お

り
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
設
立
の
認
証
申
請
が
あ
っ
た
。
そ
の
関
係
書
類
は
、
県
民
情
報
セ
ン
タ
ー

に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
八
年
十
月
三
十
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
申
請
の
あ
っ
た
年
月
日
　
平
成
十
八
年
九
月
二
十
六
日

二
　
申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
並

び
に
そ
の
定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

１
　
名
称
　
特
定
非
営
利
活
動
法
人
ド
リ
ー
ム
ワ
ー
ク
こ
う
し
ゅ
う

２
　
代
表
者
の
氏
名
　
雨
宮
孝
信

３
　
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
　
甲
州
市
勝
沼
町
下
岩
崎
千
七
百
三
十
一
番
地
二

４
　
定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

こ
の
法
人
は
、
障
害
者
等
に
対
し
て
就
労
支
援
及
び
生
活
活
動
支
援
に
関
す
る
事
業
を
行
い
、

障
害
者
の
自
立
と
社
会
参
加
を
図
り
、
障
害
者
が
就
労
も
含
め
て
そ
の
人
ら
し
く
自
立
し
て
地
域

で
暮
ら
し
、
地
域
社
会
に
も
貢
献
で
き
る
支
援
体
制
の
確
立
と
整
備
に
寄
与
す
る
事
を
目
的
と
す

る
。

三
　
縦
覧
期
間
　
平
成
十
八
年
九
月
二
十
七
日
か
ら
同
年
十
一
月
二
十
六
日
ま
で

'

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
設
立
の
認
証
申
請

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お

り
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
設
立
の
認
証
申
請
が
あ
っ
た
。
そ
の
関
係
書
類
は
、
県
民
情
報
セ
ン
タ
ー

に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
八
年
十
月
三
十
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
申
請
の
あ
っ
た
年
月
日
　
平
成
十
八
年
九
月
二
十
六
日

二
　
申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
並

び
に
そ
の
定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

１
　
名
称
　
特
定
非
営
利
活
動
法
人
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
や
ま
な
し

２
　
代
表
者
の
氏
名
　
貫
井
英
明

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
七
百
十
号
　
　
平
成
十
八
年
十
月
三
十
日

七
八
〇



３
　
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
　
甲
府
市
武
田
四
丁
目
四
番
三
十
七
号

４
　
定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

こ
の
法
人
は
、
山
梨
県
内
の
大
学
、
短
期
大
学
及
び
地
域
社
会
に
対
し
て
、
大
学
間
相
互
の
連

携
に
よ
る
多
様
な
交
流
機
会
の
提
供
、
教
育
・
研
究
の
相
互
補
完
・
向
上
と
成
果
の
還
元
、
全
国

へ
の
情
報
発
信
に
関
す
る
事
業
を
行
い
、
大
学
及
び
短
期
大
学
の
特
色
あ
る
発
展
を
支
援
す
る
と

と
も
に
、
地
域
の
活
力
向
上
と
地
域
経
済
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

三
　
縦
覧
期
間
　
平
成
十
八
年
九
月
二
十
七
日
か
ら
同
年
十
一
月
二
十
六
日
ま
で

'

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
設
立
の
認
証
申
請

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お

り
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
設
立
の
認
証
申
請
が
あ
っ
た
。
そ
の
関
係
書
類
は
、
県
民
情
報
セ
ン
タ
ー

に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
八
年
十
月
三
十
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
申
請
の
あ
っ
た
年
月
日
　
平
成
十
八
年
九
月
二
十
八
日

二
　
申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
並

び
に
そ
の
定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

１
　
名
称
　
特
定
非
営
利
活
動
法
人
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー

２
　
代
表
者
の
氏
名
　
依
田
雅
彦

３
　
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
　
甲
府
市
丸
の
内
二
丁
目
三
十
九
番
三
号

４
　
定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

こ
の
法
人
は
高
齢
者
及
び
障
害
者
に
対
し
て
後
見
業
務
及
び
委
任
契
約
に
基
づ
い
て
、
介
護
・

自
立
生
活
の
た
め
の
支
援
事
業
を
行
い
又
外
国
人
に
対
す
る
支
援
活
動
を
行
い
す
べ
て
の
人
々
が

健
や
か
に
暮
ら
せ
る
社
会
づ
く
り
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

三
　
縦
覧
期
間
　
平
成
十
八
年
九
月
二
十
九
日
か
ら
同
年
十
一
月
二
十
八
日
ま
で

'

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
設
立
の
認
証
申
請

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お

り
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
設
立
の
認
証
申
請
が
あ
っ
た
。
そ
の
関
係
書
類
は
、
県
民
情
報
セ
ン
タ
ー

に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
八
年
十
月
三
十
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
申
請
の
あ
っ
た
年
月
日
　
平
成
十
八
年
九
月
二
十
八
日

二
　
申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
並

び
に
そ
の
定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

１
　
名
称
　
特
定
非
営
利
活
動
法
人
知
的
財
産
管
理
・
活
用
セ
ン
タ
ー

２
　
代
表
者
の
氏
名
　
新
藤
久
和

３
　
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
　
甲
府
市
徳
行
三
丁
目
九
番
三
十
四
号
藤
ビ
ル
三
百
一
号
室

４
　
定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

こ
の
法
人
は
、
地
域
・
一
般
、
大
学
等
教
育
・
研
究
機
関
、
地
方
公
共
団
体
、
お
よ
び
民
間
企

業
に
対
し
て
、
知
的
財
産
、
特
許
に
関
す
る
知
識
の
普
及
、
研
究
成
果
の
権
利
化
支
援
、
権
利
化

の
利
用
拡
大
促
進
等
の
事
業
を
行
い
、
社
会
教
育
の
推
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

三
　
縦
覧
期
間
　
平
成
十
八
年
九
月
二
十
九
日
か
ら
同
年
十
一
月
二
十
八
日
ま
で

'

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
設
立
の
認
証
申
請

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お

り
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
設
立
の
認
証
申
請
が
あ
っ
た
。
そ
の
関
係
書
類
は
、
県
民
情
報
セ
ン
タ
ー

に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
八
年
十
月
三
十
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
申
請
の
あ
っ
た
年
月
日
　
平
成
十
八
年
十
月
十
日

二
　
申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
並

び
に
そ
の
定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

１
　
名
称
　
特
定
非
営
利
活
動
法
人
わ
く
わ
く
ガ
イ
ア

２
　
代
表
者
の
氏
名
　
横
森
健
治

３
　
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
　
韮
崎
市
穂
坂
町
宮
久
保
四
千
百
六
十
番
地

４
　
定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

こ
の
法
人
は
国
内
外
の
住
民
を
対
象
に
し
て「
地
球
市
民
と
の
交
流
・
協
力
で
元
気
に
な
ろ
う
」

と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
に
、
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
事
業
、
緊
急
救
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
、
有
機
農
業

を
通
じ
て
の
市
民
交
流
事
業
、
健
康
元
気
セ
ミ
ナ
ー
事
業
等
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
健
康
と
活
力

の
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

三
　
縦
覧
期
間
　
平
成
十
八
年
十
月
十
一
日
か
ら
同
年
十
二
月
十
日
ま
で

'

公
聴
会
の
実
施

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公

聴
会
を
開
催
す
る
。

平
成
十
八
年
十
月
三
十
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
七
百
十
号
　
　
平
成
十
八
年
十
月
三
十
日

七
八
一



一
　
開
催
期
日
　
平
成
十
八
年
十
一
月
二
十
二
日
（
水
）
午
後
一
時
三
十
分

二
　
開
催
場
所
　
南
ア
ル
プ
ス
市
小
笠
原
三
百
七
十
六
番
地
　
南
ア
ル
プ
ス
市
役
所
西
別
館

三
　
聴
こ
う
と
す
る
案
件
　
峡
西
都
市
計
画
公
園
の
変
更
に
つ
い
て

四
　
意
見
書
の
提
出
先
　
中
北
建
設
事
務
所
都
市
整
備
課

五
　
意
見
書
の
提
出
方
法
　
直
接
持
参
し
、
又
は
郵
送
す
る
こ
と
。

六
　
意
見
書
の
提
出
期
限
　
平
成
十
八
年
十
一
月
十
五
日
（
水
）
午
後
五
時

七
　
都
市
計
画
の
案
の
概
要
　
案
の
概
要
に
つ
い
て
は
省
略
し
、
土
木
部
都
市
計
画
課
及
び
中
北
建
設

事
務
所
都
市
整
備
課
並
び
に
南
ア
ル
プ
ス
市
都
市
整
備
課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

八
　
そ
の
他
必
要
な
事
項
　
意
見
書
が
提
出
さ
れ
な
い
場
合
は
、
公
聴
会
の
開
催
を
中
止
す
る
。

'

落
札
者
等
の
決
定
に
つ
い
て

次
の
と
お
り
落
札
者
を
決
定
し
た
。
な
お
、
こ
の
公
告
は
、
千
九
百
九
十
四
年
四
月
十
五
日
マ
ラ
ケ

シ
ュ
で
作
成
さ
れ
た
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
契
約
に
係
る
も
の
で
あ
る
。

平
成
十
八
年
十
月
三
十
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
落
札
に
係
る
購
入
物
品
等
の
名
称
及
び
数
量

住
宅
用
火
災
警
報
器
　
五
千
七
百
九
十
個

二
　
契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
部
局
の
名
称
及
び
所
在
地

山
梨
県
出
納
局
管
理
課
　
山
梨
県
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号

三
　
落
札
者
を
決
定
し
た
日

平
成
十
八
年
九
月
十
五
日

四
　
落
札
者
の
氏
名
及
び
住
所

株
式
会
社
テ
ツ
フ
ジ
　
山
梨
県
甲
府
市
中
央
二
丁
目
十
二
番
十
一
号

五
　
落
札
金
額

一
千
八
百
十
一
万
六
千
九
百
十
円

六
　
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続

一
般
競
争
入
札

七
　
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
六
十
七
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
公
告
を
行
っ
た
日

平
成
十
八
年
八
月
三
日

'

落
札
者
等
の
決
定
に
つ
い
て

次
の
と
お
り
随
意
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
。
な
お
、
こ
の
公
告
は
、
千
九
百
九
十
四
年
四
月
十

五
日
マ
ラ
ケ
シ
ュ
で
作
成
さ
れ
た
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
契
約
に
係
る
も
の

で
あ
る
。

平
成
十
八
年
十
月
三
十
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
随
意
契
約
に
係
る
購
入
物
品
等
の
名
称
及
び
数
量

抗
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
薬
　
三
十
六
万
二
千
八
百
カ
プ
セ
ル

二
　
契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
部
局
の
名
称
及
び
所
在
地

山
梨
県
出
納
局
管
理
課
　
山
梨
県
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号

三
　
随
意
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
日

平
成
十
八
年
十
月
十
二
日

四
　
随
意
契
約
の
相
手
方
の
氏
名
及
び
住
所

中
外
製
薬
株
式
会
社
　
東
京
都
北
区
浮
間
五
丁
目
五
番
一
号

五
　
随
意
契
約
に
係
る
契
約
金
額

八
千
二
百
二
十
万
六
千
八
百
五
十
二
円

六
　
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続

随
意
契
約

七
　
随
意
契
約
に
よ
る
こ
と
と
し
た
理
由
　

地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成
七
年
政
令

第
三
百
七
十
二
号
）
第
十
条
第
一
項
第
一
号
に
該
当

人
事
委
員
会

山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
二
十
号

山
梨
県
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
八
年
十
月
三
十
日

山
梨
県
人
事
委
員
会

委
員
長
　
　
淺
　
　
井
　
　
和
　
　
夫

山
梨
県
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
七
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
十
二
知
事
の
事
務
部
局
の
部
富
士
・
東
部
建
設
事
務
所
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

中
部
横
断
自
動
　
所
　
　
　
　
　
長
　
五
種

車
道
用
地
事
務

所
　
　
　
　
　
　
次
　
　
　
　
　
長
　
七
種
（
人
事
委
員
会
が
認
め
る
者
に
あ
つ
て
は
六
種
）

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
七
百
十
号
　
　
平
成
十
八
年
十
月
三
十
日

七
八
二



附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
八
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
二
十
一
号

寒
冷
地
手
当
支
給
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
八
年
十
月
三
十
日

山
梨
県
人
事
委
員
会

委
員
長
　
　
淺
　
　
井
　
　
和
　
　
夫

寒
冷
地
手
当
支
給
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

寒
冷
地
手
当
支
給
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

「
長
野
市

別
表
第
一
中
「
長
野
市
」
を
　
　
　
　
　
に
改
め
る
。

諏
訪
市
」

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

そ
　
の
　
他

'

落
札
者
等
の
決
定
に
つ
い
て

次
の
と
お
り
随
意
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
。
な
お
、
こ
の
公
告
は
、
千
九
百
九
十
四
年
四
月
十

五
日
マ
ラ
ケ
シ
ュ
で
作
成
さ
れ
た
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
契
約
に
係
る
も
の

で
あ
る
。

平
成
十
八
年
十
月
三
十
日

山
梨
県
立
中
央
病
院
管
理
局
長
　
　
中
　
　
川
　
　
　
　
　
洋

一
　
随
意
契
約
に
係
る
物
品
の
名
称
及
び
数
量

セ
レ
ザ
イ
ム
注
二
〇
〇
単
位
　
四
百
バ
イ
ア
ル
（
予
定
数
量
）

二
　
契
約
に
係
る
事
務
を
担
当
す
る
部
局
の
名
称
及
び
所
在
地

山
梨
県
立
中
央
病
院
管
理
局
総
務
課
　
山
梨
県
甲
府
市
富
士
見
一
丁
目
一
番
一
号

三
　
随
意
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
日

平
成
十
八
年
九
月
二
十
九
日

四
　
随
意
契
約
の
相
手
方
の
氏
名
及
び
住
所

株
式
会
社
ス
ズ
ケ
ン
甲
府
支
店
　
山
梨
県
中
央
市
流
通
団
地
三
丁
目
七
番
三
号

五
　
随
意
契
約
に
係
る
契
約
金
額

一
バ
イ
ア
ル
あ
た
り
　
十
五
万
五
千
二
百
円

六
　
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続

随
意
契
約

七
　
随
意
契
約
に
よ
る
こ
と
と
し
た
理
由
　

地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成
七
年
政
令

第
三
百
七
十
二
号
）
第
十
条
第
一
項
第
一
号
に
該
当

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
七
百
十
号
　
　
平
成
十
八
年
十
月
三
十
日

七
八
三



発
行
者
　
　
山
　
梨
　
県
　
　
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
　
　
　
　
　
印
刷
所
　
㈱
サ
ン
ニ
チ
印
刷
　
甲
府
市
北
口
二
丁
目
六
番

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
七
百
十
号
　
　
平
成
十
八
年
十
月
三
十
日

七
八
四


